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図 3 1986年陸上競技年間主要試合日程の比較
程 を短期間で事実上終 えてしまうのは､次代
を担 う次席競技者 らの競技力の向上にとって､
決 して得策ではないであろう｡
また､冬期のイベン ト的な室内競技会の開
催に しても､ トレーニング期分けに基づいた
年間の試合計画 として位置づけ られるもので､
日本の トレーニング環境の改善に役立つ もの
でな くてはなるまい｡
一方､学生競技者に比べて､比較的系統立
った試合配置であった高校生にも､国際陸連
によるジュニア世界選手権大会の開催 (1986
年 より隔年 ) と､ジュニア競技の国際化が波
及 しつつある｡ 日本陸連主催の新たな選考競
技会 も加わって､高校生 レベルでも既存の試
合体系 との摩擦が生 じつつあるのが現状であ
る｡
2-2.欧州 ･国際カレンダー
ヨー ロッパ陸上競 技界では､地理的 な気
候 ･気象条件 を背景に､最高業績の達成 を目
指す トンプ ･レベル競技での豊富な実践試行
と､主に東欧圏の専門家による トレーニング
実験､並びに理論研究 とが両輪 となって､1970
年代に現在の年二重周期の トレーニング ･シ
ステムが確立された (図 4)｡
試合期の 1つは､ 2月を中心 とす る 1月未
か ら 3月初頭の室内試合期である｡ もう 1つ
は､ 6-8月を中心 とす る屋外試合期である｡
これ らはともに､各国内の選抜 ･選考､国際
招待競技会､並びに各国対抗競技会 を経て､
当該試合期の最後に ヨーロッパ選手権､ また
はカップ (ともに隔年開催 )､ さらには世界選
手権等の最重要試合が体系的に配置される｡


